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「図形」領域における思考力・表現力を

高める算数科指導の工夫
－算数的活動にアニメーションと実物投影機を取り入れて－

長期研修員 大竹 一夫

《研究の概要》

本研究は、五つの算数的活動「感じたことや考えたことを表現する」「互いの考えを伝

え合う」「自分の考えと比較する」「概念や法則などを解釈し説明したり活用したりする」

「身の回りにある様々な形と学習した図形とを関連付けて考える」を設定し、これらの算

数的活動の一層の充実を図るためにアニメーションと実物投影機を取り入れることにより、

児童の思考力・表現力を高めていくことを目指したものである。

キーワード 【算数 拡大図 縮図 思考力・表現力 アニメーション 実物投影機】

Ⅰ 主題設定の理由

中央教育審議会答申、「図形」領域の改善の具

体的事項に、「図形の意味と性質について理解す

ること、図形についての感覚を豊かにすること、

図形の見方を生活や学習に活用できるようにする

ことを重視する」とある。そして、新学習指導要

領では「算数的活動を通して」が文頭に位置付き、

単に「活動の楽しさ」とあったものが「算数的活

動の楽しさ」と明確に示され、さらに、「表現す

る能力」が加えられた。また、平成21年度群馬県

学校教育の指針では、「算数的活動を生かした指

導の充実」「数学的な思考力・表現力の育成」が

挙げられた。

一方、児童は、「図形」領域の学習において、

体を使ったり具体物を操作したりするなどの体験

的・作業的な活動は楽しみながら行う。また、楽

しみを見いだせない場合でも、与えられた課題に

黙々と取り組むことができる。しかし、規則性を

見付ける、形を図形として抽象化する、身近な形

と関連付けるなど考えながら活動を行うことが苦

手である。また、考えたことを順序立てて分かり

やすくかく、友達に説明する、正確に作図するな

ど表現することに慣れていない児童が多い。

そこで、このような児童の実態を踏まえ、身に

付けさせたい思考力や表現力を具体的に明示し、

児童の思考の流れに沿った算数的活動を意図的に

学習過程に取り入れていくこととした。このこと

により、児童の思考力･表現力が高まっていくと

考える。さらに、算数的活動を一層充実させるた

めの手だてとして、アニメーションを提示したり、

実物投影機を用いて児童の考えを投影したりす

る。

アニメーションは、児童が思考したり表現した

りした後に意図的に提示することで、一人一人の

思考の整理や構成を促していくことができる。ま

た、児童がまとめた考えや作図を、実物投影機を

用いて投影しながら発表することで、思考・表現

の共有や自分の考えとの比較を行うことができ

る。

そこで、本研究では五つの算数的活動を設定し、

その一層の充実を図るためにアニメーションを提

示したり実物投影機を用いて投影したりすること

により、思考力・表現力が高まっていくであろう

と考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

算数科「図形」領域の指導において、身に付け

させたい思考力や表現力を具体的に明示して意図

的に取り入れた五つの算数的活動を設定し、その

一層の充実を図るための手だてとしてアニメーシ

ョンを提示して思考の整理や構成を促したり、実

物投影機を用いて児童がまとめた考えを投影しな

がら思考･表現の共有や自分の考えとの比較をさ

せたりすることで、思考力・表現力を高めること

ができるようになることを実践を通して明らかに

する。
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Ⅲ 研究の見通し

１ 「つかむ」過程で、思考の整理や構成を促す

ためのアニメーションを意図的に提示しながら

算数的活動を行うことにより、拡大・縮小の意

味や性質について考え、表現する力を身に付け

ることができるであろう。

２ 「追究する」過程で、思考の再構成を行うた

めのアニメーションを意図的に提示したり表現

方法の比較や確認をするために実物投影機を用

いて児童の考えを投影したりしながら算数的活

動を行うことにより、筋道を立てて考え、表現

する力を身に付けることができるであろう。

３ 「まとめる」過程で、思考･表現の共有化を

行うために実物投影機を用いて児童の考えや作

図を投影しながら算数的活動を行うことによ

り、思考力・表現力を高めていくことができる

であろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 「図形」領域における思考力・表現力を高め

るとは

「図形」領域における思考力とは、既習したす

べての図形を総合的にとらえ、共通する性質や違

いを見付ける、自分の考えと友達の考えを比較す

る、作図方法を見付けるなどの活動から、筋道を

立てて考える力ととらえる。そして、表現力とは、

思考したことを基に、言葉や文章で表したり、正

確に作図したりする力とする。これらを活用し、

身の回りの形について考えることができるように

なったとき、児童の思考力・表現力が高まったと

とらえる。

２ 算数的活動にアニメーションと実物投影機を取

り入れるとは

算数的活動とは、児童自らが新たな性質や考

え方を見いだそうとしたり、具体的な課題を解決

しようとしたりする思いをもちながら、主体的に

取り組む算数にかかわりのある様々な活動を意味

している。これをより意義のあるものにするため

には、学習内容と日常生活とのつながりを考えさ

せる必要がある。

(1) 五つの算数的活動の設定

本研究では、身に付けさせたい思考力や表現力

を明示した五つの算数的活動を設定する(表１)。

表１ 五つの算数的活動

この五つの算数的活動を意図的に学習過程に取

り入れることにより、児童の思考力・表現力を高

めていく。

(2) アニメーションと実物投影機

アニメーションは、身の回りにある形を図形と

して抽象化したり、拡大図・縮図の意味や性質、

作図方法を視覚的に提示したりすることができ

る。これを児童が思考・表現した後に提示するこ

とにより、児童は図形の特徴をとらえたり性質を

見付けたりして、思考を整理したり構成したりす

ることができる。

また、実物投影機は、児童がまとめた小さな字

や図もスクリーンいっぱいに拡大し投影すること

ができる。これを活用しながら、感じたことや考

えたこと、話し合ったことや表現したことを伝え

合うことにより、思考・表現の共有や自分の考え

との比較などを行うことができる。

そこで、アニメーションの提示や実物投影機を

用いての投影を取り入れながら、算数的活動の一

層の充実を図っていく。

図１ 研究構想図

① 感じたことや考えたことを表現する算数的活動

② 互いの考えを伝え合う算数的活動

③ 自分の考えと比較する算数的活動

④ 概念や法則などを解釈し説明したり活用したりす

る算数的活動

⑤ 身の回りにある様々な形と学習した図形とを関連

付けて考える算数的活動

○

○

○

○

○

● 図形の規則性を見付けることや抽象化すること、
身の回りの形と関連付けることが苦手である

● 考えたことを順序立てて表記することや友だちに
説明すること、正確な作図をすることになれていない

実物投影機を用いて投影

アニメーションの提示
実物投影機を用いて投影

アニメーションの提示
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Ⅴ 研究の計画と方法

１ 実践計画

対 象 小学校第６学年

単 元 名 「形が同じで大きさがちがう図形を調べよう」

実施期間 10月26日～ 11月13日

授 業 者 長期研修員 大竹 一夫

２ 抽出児童

算数に対して意欲的に取り組んでいる。特に「図形」領域においては、コンパスや定規で図形をかく

Ａ
ことを好んで行っており、また、正確に作図をすることができる。しかし、自分の考えを表現すること

があまり得意でないため、どのように考えたのかを、友達の考えと比較しながら自分の言葉で分かりや

すく説明したり表現したりすることができるようにしたい。

学習には真剣な姿勢で取り組んでいる。「図形」領域の前単元、「合同」の学習では、図形を作図する

Ｂ ことはできるが、正確とまでは言えない。また、作図の手順をまとめることが不得手なため、記述内容

を認めたり、友達の考えと比較させたりしながら、自分の言葉で分かりやすく記述できるようにしたい。

３ 検証計画

過程 検証の観点 検証の方法

つ ○ 思考の整理や構成を促すためのアニメーションを意図的に提示しな ○ 学習活動の観察

か
がら算数的活動を行ったことは、拡大図・縮図の意味や性質について ○ 学習プリントの記述

む
考え、表現する力を身に付けるために有効であったか。 ○ 発言内容

○ 授業後のまとめ

追 ○ 思考の再構成を行うためのアニメーションを意図的に提示したり、 ○ 学習活動の観察

究 表現方法の比較や確認をするために実物投影機を用いて児童の考えを ○ 学習プリントの記述

す 投影したりしながら算数的活動を行ったことは、筋道を立てて考え、 ○ 発言内容

る 表現する力を身に付けるために有効であったか。 ○ 授業後のまとめ

ま ○ 思考･表現の共有化を行うために実物投影機を用いて児童の考えや ○ 学習活動の観察

と 作図を投影しながら算数的活動を行ったことは、思考力・表現力を高 ○ 学習プリントの記述

め めていくために有効であったか。 ○ 発言内容

る ○ 授業後のまとめ

４ 単元の目標及び評価規準

目
拡大図・縮図の概念に気付くと共に、数学的な考え方や表現する力を高めることができる。

標

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

○ 図形の構成要素に着 ○ 既習の図形の概念を ○ 拡大図・縮図の性質や ○ 拡大図・縮図では、

目したり既習の図形 基に、拡大図・縮図 作図方法を説明すること 対応する辺の長さの

の概念を基にしたり の性質に気付いたり、 ができる。 比や角の大きさが等

して、拡大図・縮図 それを活用して考え ○ 拡大図・縮図の性質を しいことを理解する。

の性質を調べ、それ たりすることができ 基に、対応する辺の長さ

を様々な形と関連付 る。 や角の大きさを求めた

けて考えようとして り、拡大図・縮図をかい

いる。 たりすることができる。
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５ 指導計画（全12時間）

過 時
学習活動 研究上の手だて

程 間

○ 拡大・縮小について、感じ ○ 気付いたことを自分の言葉でまとめる時間を

１ 取ったことや考えたことを表 ① ● 十分に確保した後、アニメーションを用いて形
現し、話し合う。 の抽象化を行い、拡大・縮小の意味をとらえら

つ れるようにする。
か
む ○ 前時での話合いを想起しな ○ 拡大・縮小の意味を理解するため、アニメー

２ がら、方眼を用いて拡大図・ ① ● ションを用いて視覚的に提示し、図形の特徴を
縮図をかく。 整理するよう促す。

○ 学習した図形と見付けた形 ○ グループごとに円、長方形、正方形などの図

３
について、意味や性質に関連

①
形を探し、デジタルカメラで撮影して周りに広

させながら、気付いたことを めることにより、身の回りにある形を図形とし
表現する。 てとらえることができるようにする。

○ 対応する辺の長さや角の大 ○ 自力解決の時間を十分に確保した後、グルー
４ きさを比べ、性質について話 ① プによる話合い活動を行い、性質についての理

し合う。 解を図るようにする。

追 ○ 作図方法について辺や角に ○ 作図方法について十分に思考した後、実物投
究 ５ 着目しながら考え、表現する。 ② ● 影機を用いて思考・表現の共有化を図りなが
す ら、作図方法についての考えの定着を図る。
る

○ 三角形の三つの決定条件を ○ アニメーションを用いて自分の考えと比較し
６ 利用し、よりよい作図方法を ③ ● ながら、三角形の三つの決定条件を用いた作図

考えながら作図を行う。 方法の定着を図るようにする。

○ 一つの点を中心とした作図 ○ アニメーションを用いて自分の考えと比較し
７ 方法について考え、話し合い ③ ● ながら、一つの点を中心とした作図方法の定着

ながら作図を行う。 を図るようにする。

つ ○ 身近な縮図を基に、実際の ○ 既習事項を想起させながら、実際の長さを求
か ８ 長さを求める。 めるよう声掛けをすると共に、縮尺の意味とそ
む の表し方の定着を図る。

○ 地図を基に距離を求め、縮
④ ●

○ 遠足コースの地図を提示し、実際に歩いた体
追 ９ 尺を活用する。 験を想起させるとともに、実物投影機を用いて
究 思考の共有化を図りながら、縮尺の活用を促す。
す
る ○ 縮尺を活用して作図をした ○ 実測からでは求めることのできない課題を与

10 後、実際の長さを求める。 ④ ● え、十分に思考させた後、実物投影機を用いて
思考・表現の共有化を図りながら、縮図をかい
て計測することのよさに気付かせる。

○ 自宅で自分が一番長く過ご ○ 自分の部屋を紹介する活動を通して、実物投
ま 11 している部屋の縮図をかき紹 ⑤ ● 影機を用いて考え方、かき方を共有することで、
と 介し合う。 日常生活との関連を図りながら、縮図のよさに
め 気付かせる。
る

○ 拡大した国旗を正確にかき ○ 自分で選択した世界の国々の国旗の拡大図を
12 紹介し合う。 ⑤ ● かく活動を通して、実物投影機を用いて考え方、

かき方を共有することで、日常生活との関連を
図りながら、拡大図のよさに気付かせる。

① 感じたことや考えたことを表現する算数的活動
本単元における ② 互いの考えを伝え合う算数的活動

③ 自分の考えと比較する算数的活動
算数的活動 ④ 概念や法則などを解釈し説明したり活用したりする算数的活動

⑤ 身の回りにある様々な形と学習した図形とを関連付けて考える算数的活動

実
物投

影
機

算
数
的活

動

ア
ニ
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シ
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ン
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Ⅵ 研究の結果と考察

１ 算数的活動にアニメーションを取り入れた有効

性について

(1) ［つかむ過程］

感じたことや考えたことを表現する算数的活動

◎ 第１時の授業実践

最初に、ある部屋の絵を児童に提示した(図２)。

この中から同じ形のものを見付けるように投げか

けたところ、意欲的に取り組み、全員が自分なり

の観点をもって同じ形を見付けていた。

同じ形を見付けるのに、「どのような点に注意

をしたか」という問いに対して、抽出児童の記述

は以下のようであった。

その後、同じ形を確認するために図２の中にあ

る同じ形をアニメーションとして動かし(図３)、

最後に部屋にある同じ形を色分けをしながら図形

として抽象化した(図４)。児童はそれを見て、自

分が見付けた図形と比べながら感嘆の声を上げて

いた。

以下は、抽出児童の「同じ形とはどういうもの

であるか」という問いに対しての記述である。

アニメーションで同じ形を確認したことで、児

童は同じ形の意味についての感覚をつかむと共

に、自分の言葉で表現することができた。しかし、

児童の記述内容からは、拡大図・縮図の意味につ

いて正しくとらえた児童は70％で、残りの児童は

合同の意味と区別をすることができなかった。

◎ 第２時の授業実践

第１時の学習で同じ形について思考させた後、

その意味付けを行うために、三角形を取り上げ提

示した（図５）。

同じ形を見付けるのに、どのような点に注意し

たのか、抽出児童の記述である。

○ 抽出児童Ａ
角が同じかどうかに注意した。形が同じかどうかを見た。

○ 抽出児童Ｂ
形や大きさ。

○ 抽出児童Ａ
角が同じだと思う。向かい合った辺が、同じ数でかけ

られているもの。(円だと円周のこと)
○ 抽出児童Ｂ

みな等しいもの。

○ 抽出児童Ａ
高さと底辺の長さに注意した。

○ 抽出児童Ｂ
形や底辺の長さに角の大きさ。

図２ 同じ形のものを見付ける

図３ 図形化し、移動しながら確認する

図５ (あ)と同じ形を見付ける

図４ 同じ形を色分けし、図形として抽象化する
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アニメーションを提示する前、「全部三角形だ

から全部同じ形」という発言が児童から出された。

しかし、三角形(あ)をアニメーションで動かし、

(い)～(か)に拡大・縮小させながら重ねていった

ことで、同じ形の意味を正しくとらえることがで

きるようになった(図６)。

その後、三角形の縦横同比率、縦のみ拡大・縮

小、横のみ拡大・縮小のアニメーションを提示し

たところ(図７)、拡大・縮小の意味を整理し、ま

とめることができた。また、それを基に、全員が

方眼上に２倍の拡大図をかき表すことができるよ

うになった。

このことから、アニメーションを取り入れて感

じたことや考えたことを表現する算数的活動を行

ったことは、身の回りにある形を図形として考え

る力や表現する力を身に付けること、図形の特徴

を整理し、拡大・縮小の感覚を養うことに有効で

あったことが分かる。

(2) ［追究する過程］

自分の考えと比較する算数的活動

◎ 第６・７時の授業実践

第４時にグループで話合い活動を行い、辺や角

に着目しながら拡大・縮小の性質を見付け、それ

を自分の言葉でまとめた。以下は抽出児童の記述

である。

そして第５時に三角形の拡大図の作図方法につ

いて話し合った後、第６・７時で自分の考えと正

しい作図方法を比較するために、アニメーション

で三つの相似条件に基づいた作図方法(図８)と一

つの点を中心とした作図方法(図９)を提示した。

抽出児童の記述は以下のとおりである。

最初に自分の考えをしっかりともたせてから、

アニメーションで正しい作図方法を提示し比較し

たことで、作図方法を整理しながら考えると共に、

○ 抽出児童Ａ
三角形ＤＥＦに三角形ＡＢＣが４つ敷き詰められた。

だから辺ＤＥは辺ＡＢの２倍の辺、辺ＥＦは辺ＢＣの２
倍の辺、辺ＤＦは辺ＡＣの２倍の辺。

三角形は、拡大されても縮図になっても対応する角の
大きさは変わらない。

○ 抽出児童Ｂ
大きさや辺の長さは２倍になっているが角の大きさは

変わらない。

○ 抽出児童Ａ
三つの拡大図のかき方を教えてもらって、三つもある

のかとびっくりした。
長さを図らなくても拡大図をかけるかき方が二つあっ

たことにびっくりした。
○ 抽出児童Ｂ

拡大図を三つの方法でかくことを勉強できたのでよか
った。

三つの方法以外で拡大図をかけるようになってよかった。

自分の考えを筋道を立てて再構成することができ

た。また、それを基に、正しい順序で作図を行う

ことができるようになった。

つまり正しい作図方法と自分の考えとを比較す

る活動は、児童が思考を自分の力でまとめ、正し

い表現方法を身に付けていくことに有効であった

ことが分かる。

図６ (あ)を移動し同じ形を確認する

図７ 縦横同比率、縦のみ、横のみの拡大図

図８ 作図アニメーション(３辺の比)

図９ 作図アニメーション(１つの点から)
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２ 算数的活動に実物投影機を取り入れた有効性

について

(1) ［追究する過程］

互いの考えを伝え合う算数的活動

◎ 第５時の実践

第４時で拡大図の性質についてまとめ、それを

基に、第５時では最初に拡大図の作図方法につい

ての自力解決を行った。その後、同じ作図方法を

考えた児童同士のグループを編成し(図10)、互い

に伝え合いながら一人一人が深めていった。その

後、実物投影機を用いて自分の考えをクラス全体

に広げた(図11)。以下は抽出児童の記述である。

児童の発表の中にコンパスで長さを測り取る方

法があったため、そのよさに触れたところ、コン

パスのみで２倍の長さをかく児童が現れた。また、

友達と話し合う中で、二つの辺や角に着目するだ

けで作図ができるかどうかに挑戦する児童も見ら

れた。

このように互いの考えを伝え合う活動は、学習

したことを基に、よりよい方法を模索しながら筋

道を立てて考え、それを表現する力を身に付けて

いくのに有効であった。

(2) ［追究する過程］

概念や法則などを解釈し説明したり活用したりす

る算数的活動

◎ 第９時の実践

縮尺を活用して、実際に遠足で歩いた道のりを

求める活動を行った(図12)。自力解決の時間を十

分に確保した後、求め方について実物投影機を用

いて説明し合った。児童は学習した考えを活用し、

課題解決に向かっていた。また、発表も順を追っ

て分かりやすく説明することができていた。

◎ 第10時の実践

縮尺及び縮図の活用を促すために、自分で適切

な縮尺を求めてから、それを基に縮図をかき直し、

校舎の高さを求めていくという課題を行った。児

童は、既習事項を用いて文章や縮図にかき表しな

がら課題に取り組むことができた(図13)。実物投

影機を用いて自分のかいたものを提示しながら発

表する際、筋道を立てた記述や説明を意識してい

る姿が見られた。また、意識して自分の考えと発

○ 抽出児童Ａ
四つの考え方があったのがびっくりした。あと、拡大

図をかくため、二つだけでできるか確かめたかったけれ
ど、できなかったから残念だった。

○ 抽出児童Ｂ
実際に拡大図をかいて、自分で考えてかくことができ

たのでよかったです。

表を比較しながら聞くことができていた。

以上のことから、概念を説明したり活用したり

することのできる活動を取り入れたことは、筋道

を立てて考えたり分かりやすい表現を工夫したり

する力を身に付けるのに有効であった。

図11 児童の発表場面

図12 道のりを求める場面

図10 児童の話合い場面

図13 抽出児童Ａのプリント
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(3) ［まとめる過程］

身の回りにある様々な形と学習した図形とを関連

付けて考える算数的活動

◎ 第11時の実践

第８時終了後、部屋の縮図をかくことを伝え、

宿題として自宅の部屋の長さ、置いてあるものの

長さなどを計測してくることとした。その値を基

に、第11時では、自宅の部屋の縮図をかく活動を

取り入れた。以下は、本時終了後の抽出児童の記

述である。

児童は、生活の中にあるものを図形として意識

し、注意深く見ることができるようになった。ま

た、縮尺の考え方を活用し、全員が部屋の縮図を

ほぼ正確にかくことができていた(図14)。さらに、

実物投影機を用いて投影された友達の縮図を見た

ことで、そのよさに気付くことができた。

◎ 第12時の実践

第12時では、児童が総合的な学習の時間に調べ

ている世界の国の国旗を取り上げた。縦３㎝に縮

小した国旗をそれぞれの児童に渡し、縮尺を活用

して縦９㎝に拡大した国旗をかいた。

児童は、今まで習得した学習事項を活用しなが

ら、図を正確に、かつ作図の手順を筋道立ててか

くことができた（図15・図16）。さらに、それを

実物投影機を用いて投影しながら発表したこと

で、よりよい作図をするための注意点等の共有化

が図られた。また、友達の意見を参考にしながら

休み時間等を使って丁寧に仕上げている姿が見ら

れた。授業終了後には、同じ国旗をかいた児童同

士が、国旗を重ね合わせ、見比べている姿があっ

た(図17)。これらの活動の様子から、実物投影機

を用いて投影しながら発表を行ったことは、思考

・表現の共有化を図るのに効果的であった。また、

身の回りにある形を活動の中に取り入れたこと

は、児童が学習した

ことを活用しながら

思考力・表現力を高

めていくのに有効で

あったことが分かる。

○ 抽出児童Ａ
思ったより物(部屋)が小さかったり大きかったりし

て、正方形や長方形じゃなかったり、正方形や長方形だ
ったりして発見がたくさんあった。部屋の縮図はおもし
ろかった。

○ 抽出児童Ｂ
自分の家の居間の縮図をかいてみると、あまり大きな

物がなくって自分から見て大きなものは縮図にすると小
さくなっていることが分かった。

図17 作図を確認している児童

図14 児童がかいた部屋の縮図

図15 抽出児童Ａのかいた国旗と手順

図16 抽出児童Ｂのかいた国旗と手順
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３ 授業の様子と児童の感想

身に付けたい思考力や表現力を具体的に明示し

た五つの算数的活動を設定したことは、児童が筋

道を立てて考える力や表現する力を身に付け、高

めていくために有効であった。また、繰り返し見

ることのできるアニメーション(図18)や児童の記

述をそのまま提示できる実物投影機を取り入れた

ことは、思考の整理や構成、思考・表現の共有や

比較を行いながら、算数的活動の一層の充実を図

るための手だてとして有効であった。

児童の感想(表２)にもあるように、本単元を通

して、図形を総合的にとらえることができるよう

になった児童や、学習した図形の性質等を用いて、

日常生活で活用していこうとする児童が現れた。

図18 アニメーションを用いた学習の様子

表２ 本単元終了後の児童の感想（抜粋）

○ 拡大図・縮図のかき方がいっぱいあった。３辺の長さが分かっていれば、コンパスと定規だけでかけた。

○ 勉強を始める前にかいた国旗と、最後にかいた国旗のかき方がちがったから、勉強するとすごいと思った。

○ 地図が好きなので、縮尺を使って長さを測ったのは楽しかった。国旗や部屋の拡大図・縮図は、いろいろな

発見があった。

○ 拡大図・縮図の勉強をして、今日国旗をかいたら、かき方などが分かってスイスの国旗がかけました。

○ 今まで縮図や拡大図の勉強をして、いろいろなことで縮図が使えるので、いろいろな場面でそれを活用して

いきたい。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○ 感じたことや考えたことを表現する算数的活

動では、アニメーションを用いて形を抽象化し

たものや拡大・縮小の意味の理解を促すものを

提示したことにより、図形の特徴を整理すると

共に、身の回りの形を図形として考える力や表

現する力を身に付けることができた。

○ アニメーションで提示された正しい作図方法

と自分の考えとを比較する算数的活動を行うこ

とで、考えを深めると共に、思考を再構成し、

表現する力を身に付けることができた。

○ 互いの考えを伝え合う算数的活動及び概念や

法則などを解釈し説明したり活用したりする算

数的活動を行うことにより、友達に分かりやす

く伝えることができるようになった。それに伴

い、考えたことを組み立て直し、分かりやすい

表現を用いることができるようになった。

○ 学習した内容を活用しながら、部屋の縮図や

国旗を作図するなどの身の回りにある様々な形

と学習した図形とを関連付けて考える算数的活

動を行ったことは、思考力や表現力を高めてい

くために有効であった。

２ 課題

○ 身に付けたい思考力や表現力を具体的に明示

し、算数的活動を意図的に学習過程に取り入れ

たが、児童の活動場面が多すぎたことも否めな

い。もっと活動を精選していく必要を感じた。

○ アニメーションの作成には多くの時間を要

し、臨機応変に変更することができない。児童

の思考の流れに沿ったもの、視覚的に分かりや

すいものになるよう制作する必要がある。

＜動作環境について＞

・アニメーションの視聴にはAdobe Flash Player ７

以上が必要です。
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